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各
府
脈
農
地
改
革
具
丈
献
解
題

第
七
十
巻

L

五
六

串
四
鵠

五
凡

各
府
牒
農
地
改
革
史
文
献
解
題

山

岡

完

編

わ
れ
わ
れ
は
第
一
論
文
に
於
亡
農
地
改
革
期
末
概
喪
を
手
が
か
り
正
し
な
が
ら
、
現
時
鮪
に
ゐ
け
る
日
本
農
業
の
貴
情
分
析
の
上

に
立
っ
て
農
地
改
革
に
閲
す
る
基
本
的
性
格
決
定
に
若
干
の
寄
興

E
K
3
う
と
と
と
る
み
た
。
農
地
改
革
が
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

九
州
に
至
る
ま
で
同
一
の
目
標
を
以
て
賞
施
さ
れ
た
が
ら
、
そ
白
地
方
白
一
位
曾
的
経
梼
的
地
盤
の
あ
り
か
た
の
差
異
が
自
ら
反
映
し

τ、
(
t
と
え
ば
具
腫
的
仁
は
長
削
妥
員
曾
の
構
成
員
の
特
格
l
|地
主
野
小
作
の
力
関
孫
の
差
異
)
現
費
の
あ
ら
わ
れ
は
各
三
摘
自
白
様
相
を

呈
し
た
の
で
あ
る
。
と
の
意
味
に
於
て
わ
れ
わ
れ
は
第
一
論
文
に
得
た
結
論
を
基
礎
と
し
て
各
地
方
白
農
地
改
革
史
を
一
ー
二
冊
づ

っ
狩
権
し
て
簡
単
な
文
献
解
題
を
行
っ
た
。
そ
の
際
地
主
小
作
の
謝
抗
関
係
よ
り
す
る
各
地
方
の
農
地
改
草
の
資
態
把
握
に
興
味
を

持
っ
た
と
と
は
首
然
と
い
え
占
う
。
し
か
し
各
地
方
白
改
革
史
編
纂
者
の
意
闘
が
必
宇
し
も
と
の
鮪
に
於
て
そ
の
焦
貼

E
一
致
せ
し

め
，
下
、
わ
れ
わ
れ
白
書
評
も
一
貫
じ
た
も
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
兎
に
角
わ
れ
わ
れ
の
結
論
。
地
域
的
検
討
に
役
立
っ
た

と
ふ
一
は
感
謝
廿
ね
ば
注
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
各
地
方
の
労
作
が
現
在
の
謡
保
件
を
兎
服
し
℃
出
版
せ
ら
れ
た
と
と
を
大
き
く
評
債

す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。
山
間
現
在
進
行
中
の
農
地
改
革
史
が
一
日
も
速
く
世
に
出
る
と
と
を
期
待
し
て
い
る
。



『
香
川
廓
農
地
改
革
三
年
史
』

-
先
づ
革
明
者
は
同
聞
編
集
白
言
葉
と
し
て
、
「
良
地
改
草
仁
お
り
る
農
村

の
慶
貌
は
、
如
何
な
る
時
代
仁
、
如
何
な
る
人
々
が
、

E
白
よ
う
に
動
い

仁
か
骨
把
握
す
る
こ

k
仁
よ
っ
て
の
み
理
解
き
れ
あ
。
」
(
香
川
麻
農
地
改

革
=
一
年
奥
編
集
白
と
と
ほ
)
と
誼
ベ
、
農
地
改
革
理
解
の
符
の
記
録
骨
編

集
し
、
将
来
に
残
す
と
と
を
主
眼
と
す
る
胃
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

因
仁
本
書
は
第
一
篇
、
改
革
前
史
、
第
二
篇
、
改
革
法
の
成
立
費
施
に

至
る
綬
純
、
第
三
篇
、
農
地
解
放
の
貫
録
、
第
四
稿
、
特
質
、
第
宝
篇
、

世
界
農
業
事
情
、
百
主
簡
に
A
F
れ
、
統
計
及
び
質
錬
h
I

中
心
仁
し
て
、
費

地
改
革
申
際
に
お
け
る
事
務
的
遺
骨
の
貴
闘
聞
や
克
明
日
寓
質
的
仁
順
停
を

諮
っ
て
記
述
し
て
ゆ
〈
。
今
一
一
一
一
一
白
冊
閉
そ
指
摘
す
れ
ば
、
先
す
、
俵
ち
に

も
事
務
的
謹
瞥
の
方
式
の
み
を
一
品
買
観
し
て
農
業
向
憧
の
階
建
を
賀
脅
的

仁
A
F
析
し
て
甲
〈
資
制
判
に
乏
し
い
こ
と
は
改
輩
前
の
統
計
を
査
〈
除
外
し

た
事
と
共
に
惜
し
ま
れ
る
。
次
仁
、
掃
話
や
思
い
出
の
記
述
を
遁
一
し
て
香

川
腐
各
地
域
自
特
徴
を
諸
慣
行
と
共
に
解
明
し
、
と
れ
ら
申
地
域
u
p
事
質

如
伺
な
る
人
々
仁
よ
っ
て
、
如
何
な
呂
順
序
Y
改
革
き
れ
七
か
符
潟
宜
的

仁
記
誼
し
に
部
品
川
は
著
者
の
最
も
調
子
宮
刊
さ
部
分
で
品
ろ
う
ロ
最
後
に
、

農
地
改
革
仁
よ
る
嬰
貌
を
地
主
的
反
動
と
慢
民
的
茂
撃
。
輯
抗
の
裡
に
姻

下
げ
で
、
日
本
農
業
の
構
造
的
展
開
を
基
礎
十
り
て
い
た
地
主
制
と
零
細

農
耕
と
の
針
抗
関
係
炉
、
如
何
な
る
形
態
を
一
周
し
た
か
を
指
摘
す
る
事
は
、

農
民
的
反
撃
的

J

強
か
っ
「
盛
花
吋
に
樫
め
て
意
義
あ
る
事
で
あ
る
が
、
残

各
府
麻
農
地
改
車
良
女
隊
解
題

念
乍
ら
こ
り
部
分
は
慢
か
に
示
唆
し
た

rげ
で
遁
b
過
ぎ
で
い

a。
ぞ
れ

は
、
農
村
じ
お
吋
る
地
主
的
勢
力
肝
大
き
な
打
撃
品
工
う
け
士
に
も
か
か
わ

ら
や
、
内
外
泊
占
資
本
上
か
士
〈
問
問
し
で
質
排
的
投
開
を
遇
し
て
、
地

主
的
支
間
h
T
依
開
維
持
し
懐
け
て
い
る
事
が
明
瞭
に
な
っ
士
今
日
で
は
、

編
者
自
ち
述
懐
す
る
如
4
「
奮
時
代
の
遺
物
仁
も
似
七
存
在
)
(
香

川
豚
陸
地
政
章
一
一
一
年
典
あ
ー
が
き
)
と
考
え
る
こ

E
は
許
き
れ
な
い
大
吉

な
問
題
耕
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
素
人
の
鯛
者
が
や
蚕
か
ら
一
到
や
棺
嘗

し
濁
カ
醐
閉
め
上
げ
た
努
力
は
誠
仁
敬
服
す
べ
き
で
あ
b
、
ぞ
臼
急
逝
は
悼

ま

れ

て

な

ら

な

い

。

(

柏

尾

昌

哉

)

『
繭
岡
腺
農
地
改
草
史
』

寸
か
よ
う
な
大
事
業
(
今
衣
農
地
改
草
)
の
締
罰
L
貧
績
を
会
E
に
記

録
し
こ
れ
を
後
世
に
譜
す
こ
と
は
車
に
寅
務
に
た
中
き
わ
っ
た
者
の
責
務

で
あ
る
ば
か

b
で
な
〈
、
更
仁
今
後
町
農
村
民
主
化
争
促
準
し
‘
農
業
経

替
の
合
期
化
を
計
b
、
農
業
常
車
問
カ
の
明
暗
畏
を
期
す
る
上
に
貴
重
な
研
究

の
野
象
ー
と
な

h
、
里
轄
標
と
な
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
己
で
本

鯨
に
於
て
は
、
車
に
事
業
の
桝
渦
及
び
質
績
の
記
述
に
と
E
ま
ち
守
、
遡

つ

τ京
際
仁
お
け
る
農
地
制
度
の
嬰
選
の
腔
史
過
朝
刊
?
泊
り
、
更
じ
準
ん

で
は
農
地
改
草
の
影
響
に
つ
い
で
、
農
業
締
皆
、
土
地
改
良
、
食
閥
問
題

そ
の
伯
農
政
の
各
方
一
凶
よ
り
分
析
と
綜
合
を
こ
と
ろ
み
将
来
の
農
業
政
策

樹
立
の
上
に
必
要
な
、
持
股
の
農
地
関
係
資
料
を
慢
録
す
る
一
一
間
岡
勝
農
地

改
草
史
を
編
纂
刊
行
す
る
。
」
(
稲
岡
牒
農
地
改
革
史
・
刊
行
の
酔
)
か
よ

第
七
十
巻

一
五
七

第
四
揖

五
九



各
府
豚
農
地
改
革
且
丈
献
解
趨

コ
に
編
纂
じ
つ
い
て
、
そ
の
意
義
正
抱
負
を
越
え
定
大
な
る
改
革
の
全
貌

古
島
限
的
に
把
握
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
品
。

何
よ

b
も
そ
の
特
徴
は
一
踊
間
賠
に
お
け
る
農
地
改
革
史
の
史
員
を
、
極

め
て
告
〈
白
資
料
文
献
合
駆
使
し
な
が
ら
公
正
に
し
か
も
週
明
仁
こ
れ
を

集
録
し
、
士
地
厨
有
制
度
の
鐙
草

T
通
じ
て
盟
系
化
合
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
特
に
地
域
的
特
殊
性
争
魂
わ
す
史
粗
(
宋
愛
表
山
も
の
を
合
む
)

を
最
大
限
に
収
録
し
に
の
は
多
〈
の
統
計
と
柑
ま
っ
て
将
来
貴
重
な
史
料

E
し
て
遺
る
こ
と
を
信
じ
て
い
占
白
。
時
代
ぞ
遁
じ
て
全
地
域
ぞ
高
温
な
〈

述
べ
る
こ
k
が
困
難
で
あ
り
叉
不
必
要
で
も
品
名
の
で
、
主
知
的
に
述
べ

て
お
ら
れ
る
の
は
充
分
領
り
る
が
、
方
法
論
的
考
察
を
し
な
い
で
縫
っ
て

腕
済
構
法
的
把
揖
を
し
な
い
で
1
l
i
例
え
ば
}
古
代
地
主
生
成
り
問
題
じ
つ

い
て
|
|
忠
買
に
史
糾
提
供
の
み
争
行
っ
て
い
る
個
所
の
散
見
さ
れ
る
の

は
い
さ
さ
か
物
足
り
な
い
。
掛
農
地
改
草
前
史
仁
農
民
組
合
躍
動
史
申
み

敗
戦
後
の
農
民
活
動
を
合
出
h

ト
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
。
未
白
蓮
(
上
容
・

中
谷
仕
議
刊
、
下
容
は
中
市
費
刊
)
な
の
で
、
そ
の
全
貌
号
伺
う
と
し
」
は
問

来
な
い
が
、
地
主
的
勢
力
um
今
弐
器
削
改
平
筏
と
い
え
E
も
依
然
と
し
で

地
元
盤
民
と
住
民
に
到
し
て
「
小
作
料
開
取
」
以
外
の
瑞
簡
で
地
主
的
搾

取
世
維
持
し
つ
づ
け
て
い
る
耳
賓
が
附
〈
明
瞭
?
と
な

h
つ
つ
あ
呂
時
、
果

-

し
て
編
著
自
ら
序
言
仁
言
わ
れ
る
如
〈
今
宍
農
地
改
革
仁
ょ
っ
で
小
作
制

度
は
根
本
的
に
令
理
化
さ
れ
卦
述
的
時
国
津
は
一
掃
さ
れ
農
村
に
懇
明
は
お

と
守
れ
た
と
の
立
場
を
一
貫
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
蹴

者
は
、
磁
石
附
題
は
乙
の
新
に
な
る
最
地
制
度
を
永
遠
に
維
持
す
る
こ
と

第
七
+
轡

E 
J、
帯
四
観

，、
O 

で
あ
h
、
ぞ
の
維
持
の
悶
雑
な
る
理
由
世
、
事
物
心
流
鶴
性
、
連
合
図
司

上
か
ら
の
歴
力
仁

t
b行
わ
れ
た
事
費
、
自
由
主
義
綿
密
復
両
聞
の
傾
向
、

均
分
相
綾
に
よ
お
農
地
細
分
化
問
中
に
も
と
怯
よ
う
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ

叉
軍
鵠
世
保
ち
得
昌
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
時
間
さ
れ
て
い
る
に
し
ー
も
、

地
方
誌
の
皐
問
決
定
版
と
色
言
う
べ
き
本
政
草
史
が
陣
け
る
里
程
標
と
し

で
債
館
高
い
も
の
で
め
る
乙
と
を
信
じ
る
と
共
に
そ
の
完
民
世
心
よ

b
期

待

し

に

い

。

(

柏

尾

昌

哉

)

『
和
歌
山
廊
農
地
改
草
誌
」

目
『
和
歌
山
脈
農
地
改
革
誌
』
を
紹
介
、
批
判
せ
ん
と
寸
る
筆
者
が
、
-

末
論
に
入
る
ま
で
じ
ま
十
乙
と
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
黙
は
、
買
は
、

筆
者
向
身
古
誌
の
制
輯
と
校
閲
に
州
世
帯
し
た
乙
と
及
び
そ
の
一
部
分
(
事

一
ニ
縮
、
第
四
章
、
和
歌
山
牒
忙
持
け
る
農
地
改
草
山
成
呆
と
展
望
)
を
直

接
執
筆
し
七
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
的
た
め
、
本
誌
仁
関
す
る
こ
の
語
地
は
、

康
問
的
良
心
あ
ろ
も
の
を
し
て

1
1筆
者
ち
土
に
そ
の
一
人
と
な
h
た
い

と
念
願
し
で
い
る

i
l白
己
批
判
と
も
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
そ
し

1
、
い
ま
、
全
閣
の
『
農
地
域
一
草
鼠
末
概
晦
』
坦
h
、
漸
弐
刊
行
さ
れ
つ

つ
あ
る
各
肝
臓
の
も
の
を
見
る
仁
つ
け
(
と
い
う
四
位
、
和
融
山
服
申
も

り
は
去
図
的
に
み
て
も
早
い
た
め
、
他
府
腕
の
も
仰
を
参
考
に
し
え
な
か

ワ
た
)
、
い
ろ
い
ろ
反
省
せ
し
め
ら
れ
る
k
共
に
、
他
方
、
わ
れ
わ
れ
の
静

作
仁
志
潤
自
の
特
色
の
あ
る
こ
と
を
署
取
し
え
た
の
で
あ
る
。

エ
き
て
、
木
誌
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
序
文
仁
も
記
さ
れ
て
あ



石
川

r、
昭
和
二
十
五
年
四
月
改
一
草
史
刊
行
常
炉
建
足

L
、
そ
り
執
筆
は
主

と
し
て
編
纂
重
責
の
坂
口
忠
仁
氏
(
前
時
農
地
委
員
、
日
農
廓
書
記
長
)

及
ひ
農
地
楳
の
各
闘
佐
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
和
大
相
相
補
卓
部
長
金
持
教

授
と
小
生
げ
か
校
関
に
占
た
つ
仁
。
そ
し
て
約
一
年

m歳
月
と
摘
出
費
約
五

O

高
圃
を
も
っ
て
昭
和
‘
一
十
六
年
九
月
完
成
し
た
り
が
じ
あ
る
(
従
7

て
、
一
一

日
、
一
三
一
セ
ン
サ
ス
及
び
ニ
宜
、
一
つ
一
世
界
セ
ン
サ
ス
の
数
宇
も
部

分
的
に
は
使
用
し
で
い
る
〉
。

z
z
z持
、
地
方
誌
(
車
)
由
記
漣
方
法
と
し
て
は
、
大
き
く
わ
け
で

ニ一
7

0
立
場
が
あ
り
え
た
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
り
一
つ
は
、
日
本
農

業

!
l全
般
的
特
賓
と
由
封
比
に
お
い
て
|
|
あ
る
い
は
東
北
段
階
に
封

し
置
畿
段
階
の
さ
ア
ル
と
し
て
|
|
、
例
え
ば
和
歌
山
廊
。
農
業
事
情
を

と
B
あ
げ
ん
と
す
る
も
自
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
税
野
を
よ
り
棋
〈
L
て、

皐
に
賂
内
に
お
廿
る
地
域
性
例
え
ば
和
北
近
却
型
1
4

組
南
山
林
型
、
あ
る

い
は
米
穿
地
帯
と
果
樹
関
護
地
帯
等
々
と
類
型
的
に
み
ん
と
す
る
も
の
で

お
る
。と

こ
ろ
で
、
い
ま
、
「
和
歌
山
勝
農
地
改
革
誌
」
を
み
る
と
、
卒
直
仁

い
っ
て
、
前
者
(
す
な
わ
ち
、
勝
の
農
業
構
浩
な
り
農
地
政
草
過
程
百
D

E
、
日
本
の
費
本
主
義
構
措
あ
る
い
は
宇
封
建
的
農
業
生
産
樺
式
と
白
関

連
怯
)
に
お
い
て
把
握
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
強
い
ご
と
合
知
る
の
で
あ

る。

b
ち
ろ
λ
、
膝
農
地
改
草
誌
に
は
、
元
来
、
全
図
的
資
料
(
改
革
誌
)

で
は
資
料
的
仁
色
、
理
論
的
仁
も
見
ら
れ
奇
い
府
照
的
仁
お
け
る
濁
自
の

地
帯
性
め
る
い
は
町
村
別
特
殊
性
が
巨
ら
れ
な
げ
れ
ば
、
そ
の
本
来
的
使

各
府
廠
農
地
政
草
異
文
献
解
題

命

T
達
成
レ
え
な
い
レ
、
事
賞
、
求
問
怖
の
場
合
に
つ
い
て
み
て
も
、
こ
の

黙
し
闘
し
十
分
の
考
慮
が
掛
わ
れ
で
い
る
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ド
も
か
か
わ
ら
宇
和
歌
山
脇
田
土
地
制
度
な

h
、
農
業
構
浩
を
ば
、
軍

事
的
串
封
意
的
資
本
主
義
日
日
本
農
業
構
造
自
一
環
と
じ
て
把
握
せ
A
と

す
る
立
場
が
一
貫
し
て
つ
ら
阻
か
れ

τい
る
e

回
し
か
し
‘
こ
申
よ
う
な
特
質

1長
所
は
、
見
方
仁
よ
れ
ば
知
所
|

ー
と
い
う
よ

b
は
、
嗣
纂
上
申
減
数
的
制
約
と
共
に
地
方
的
資
料
蒐
集
白

不
足
仁
ょ
っ
で
、
地
万
誌
と
し
て
の
A

桂
三
つ
り
要
請
(
制
方
誌
に
お
け
る

地
方
性
)
に
崎
し
、
資
料
的
に
又
理
論
的
に
完
全
な
る
満
足
音
興
え
て
い

な
い
と
い
う
な
ら
ば
‘
わ
れ
わ
れ
も
亦
、
敢
え
て
嬬
解
す
る
必
要
も
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
誌
は
七
白
名
の
示
す
知
〈
、
今
次
の
農
地
改
平
誌

で
あ
っ
て
、
和
歌
山
腕
農
業
誌
で
は
な
い
り
E
品
る
か
ら
、
た
と
い
後
者

(
農
方
事
情
一
般
)
の
黙
に
つ
い
て
は
、
そ
り
よ
う
な
罪
難
が
品
っ
た
と

し
て
も
、
前
者
(
農
地
改
草
そ
由
も
甲
)
じ
闘
し
、
少
〈
と
も
そ
の
要
請

に
答
え

t
、
と
す
れ
ば
、
ま
Lr
こ
の
程
度
で
お
許
し
を
え
士
い
と
岡
崎
う
の
で

e
の
る
。五

そ
れ
仁
も
か
か
わ
ち
子
、
和
歌
山
将
農
地
改
革
誌
を
み
る
者
を
し

て
最
も
興
味
を
和
こ
さ
せ
る
剥
(
長
所
)
は
、
農
地
を
め

t
品
地
主
と
直

接
生
産
者
と
の
掛
材
関
係
一
炉
、
他
の
も
白
仁
〈
ら
べ
て
極
め
て
う
き
ぽ

b

的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
賠
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
編
纂
者
自
主
観

的
意
園
と
い
ラ
よ
り
も
、
客
観
的
事
態
と
し
て
潜
在
的
・
槻
狂
的
に
殿
存

し
七
割
抗
関
係
を
で
草
る
ピ
付
客
観
的
に
表
現
せ
ん
と

rる
科
単
性
の
し

第
士
十
巻

一
五
九

第
四
按



各
府
ベ
一
腕
農
地
攻
革
史
文
献
解
題

か

ιし
め
る
と
ザ
サ
ろ
で
あ
ろ
う
。

(
詰
)
す
な
わ
ち
、
地
租
改
E
時
四
農
民
騒
動
を
は
じ
め
大
正
か
ら
昭

和
に
か
け
て
の
小
作
争
議
に
つ
い
て
も
、
今
衣
改
革
抱
程
に
お
け
る

碇
草
推
進
の
た
め
の
農
民
的
努
力
。
結
集
、
又
農
地
委
員
舎
の
陛
格

帯
に
つ
い
て
も
許
制
在
記
述
が
あ
る
。

六
最
後
に
枕
計
及
び
資
料
に
つ
い
て
は
、
問
時
日
に
ち
か
か
わ

ι↑十

一
一
膿
集
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
但
し
そ
り
表
現
方
法
と
し
て
、
例
町

え
ば
聞
一
訴
の
方
法
等
肝
少
い
に
ゆ
‘
讃
者
脅
し
て
鑓
選
関
係
壱
理
解
壮
」
レ

め
忍
の
に
や
や
困
難
を
件
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
(
南
清
彦
)

「
大
阪
府
農
地
改
草
史
』

一
本
書
は
一
一
良
一
七
八
二
字
詰
五
六
二
且
と
い
う
蓮
大
な
も
の
で
、

京
大
教
授
山
間
亮
一
氏
申
監
修
並
び
仁
編
成
に
よ

h
、
-
年
半
の
歳
月
と

↓

0
0畠
闘
の
現
算
を
も
っ
て
完
成
し
た
も
の
で
、
一
一
一
篇
L
分
た
れ
て
い

る
。
第
一
編
ほ
換
地
改
草
の
前
史
で
山
岡
敬
授
及
び
閲
西
大
串
白
東
井
氏

が
直
接
執
錯
し
、
第
三
回
聞
は
農
地
改
革
の
展
開
、
第
三
篇
は
農
地
政
章
の

諸
問
題
と
な

b
、
府
農
地
謀
、
開
拓
謀
、
農
地
事
務
局
の
話
係
官
の
共
同

執
錨
と
な
っ

τい
る
。

(
註
)
本
番
目
執
畢
は
己
白
よ
う
に
幾
人
か
四
人
々
に
分
損
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
闘
末
概
要
」
忙
お
け
る
が
如
く
、
各
章
以

下
白
伎
述
通
現
に
際
し
、
分
析
覗
角
田
相
謹

E
衆
さ
ず
、
格
始
よ
く

有
槽
的
漣
闘
を
保
ワ
て
い
る
献
に
つ
い
で
は
会
〈
敬
服
白
至
D
で
あ

第
七
十
巻

六
O 

第
四
抗

ヲミ

守

9
0

-
-
き
て
、
本
書
の
特
色
と
じ
て
ま
す
特
記
す
べ
き
は
、
題
名
の
一
目
す

如
〈
農
地
改
革
史
的
な
色
彩
が
狙
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

A
7
弐
町

農
地
改
市
は
、
車
に
敗
戦
と
い
う
事
責
に
よ
っ
て
外
か
ら
と
上
か
ら
と
か

ら
興
え
ら
れ
に
も
り
で
は
な
〈
、
日
本
経
済
史
上
の
腫
史
的
産
物

1
必
然

的
過
料
と
し
て
盟
生
し
た
鮪
ょ
の
み
て
こ
の
よ
う
な
編
集
方
針
ド
到
撞
し

た
り
も
蛍
然
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
本
書
の
第
一
繍
が
全
頁
回
大

O
%

ぞ
レ
め
士
こ
と
や
山
岡
敬
授
白
色
各
種
方
酉
申
資
料
の
蒐
渠
や
こ
れ
が
科

墜
的
分
析
仁
品
た
ら
れ
た
と
い
う
こ
k
品
、
む
し
ろ
編
者
側
の
す
「
れ
た

着
意
申
し
か
巴
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
h
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
第
一
一
、
第
一
一
一

編
の
現
段
階
に
掛
す
石
執
筆
は
そ
申
理
論
的
武
装
を
奥
え
ら
れ
て
本
史
上

に
出
陣
す
る
わ
け
で
あ
る
。

弐
に
、
本
書
は
、
里
な
る
漫
地
改
草
山
人
あ
る
い
は
農
地
制
度
史
で
は
な

〈
、
斑
義
の
操
業
諸
閥
係
(
農
業
生
産
力
白
貼
K
j
一
つ
い
て
白
み
な
ら
ず
、

農
業
紹
轡
ゃ
、
地
主
と
置
接
生
産
者
と
白
封
抗
闘
樺
隼
を
合
め
て
)
を
も

伺
時
一
閲
迫
的
に
取
b
め
げ
て
い
る
賭
が

1
iそ
の
よ
う
な
編
者
の
悶
極
的

関
心
事
が
|
|
強
い
こ
と
で
あ
忍
。
そ
の
意
味
じ
お
い
て
、
木
曹
は
単
に

今
度
自
農
地
改
革
に
つ
い
て
白
み
な
ら
争
、
府
下
の
農
政
史
品
る
い
は
農

業
事
情
仁
閥
し
、
号
白
隠
史
的
・
現
段
階
的
過
理
舎
、
わ
れ
わ
れ
に
簡
潔

に
停
え

τ〈
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

-
-
一
女
に
、
本
書
日
指
摘
す
忍
大
阪
府
に
む
げ
る
農
業
橋
治
白
特
色
合

若
干
晶
げ
る
と
、
(

a

)

大
阪
市
を
は
じ
め
全
圏
有
数
白
商
工
業
地
帯
を
含



ん
で
い
る
て
け
占
っ
て
、
南
産
価
問
耐
問
中
農
産
物
町
一
し
め
る
割
合
は
(
昭
和

一
O
年
わ
中
か
二
%
強
で
め
り
、
(
一
一
一
一
頁
)
、
穂
戸
数
由
農
家
戸
数
は

わ
千
か
七
%
(
昭
一
王
)
唱
と
い
う
よ
う
な
地
位
に
あ
る
。
そ
れ
母
み
か
商

工
業
の
設
展
は
、
-
方
に
お
い
て
耕
地
音
工
場
、
住
宅
、
道
路
、
銭
沼
等

の
穀
地
ー
と
し
て
潰
般
ゼ
し
出
に
。

(
b
)
し
か
し
他
方
、
農
村
じ
停
滞
す
る

姐
剰
人
口
は
商
工
業
白
方
商
仁
、
賃
勢
倒
あ
る
い
は
副
業
と

L
て
吸
収
し

う
る
可
能
性
を
興
え
、
叉
そ
り
経
皆
を
し
て
都
市
近
郊
農
村

1
多
角
集
約

的
特
色
を
奥
え
に
(
一
二
問
、
二
五

E
頁
)

C

(

e

)

資
木
の
農
村
浸
潤
リ
士

地
商
品
化
白
緒
川
耳
、
土
地
事
宋
nu地
債
を
嶋
崎
貴
せ
し
め
つ
二
一
二
頁
)
、
零

細
的
土
地
所
有
レ
共
に
小
作
地
面
桁
比
率
を
極
め

τ高
か
ら
し
め
、
界
最

時
下
の
工
場
敷
地
化
ゃ
、
食
関
危
機
に
仲
い
土
地
利
用
関
係
を
複
雑
ケ
朕

態
に
お
い
七
。
(
凹
丸
一
一
一
頁
)
。
(

d

)

戎
に
地
主
と
直
接
生
産
者
H
小
作
民

と
り
濁
抗
閲
係
を
み
る

k
、
職
前
・
戦
後
を
と
わ
宇
双
方
共
に
階
級
的
利

害
駒
立
が
顎
者
一
と
あ
b
、
今
次
町
農
地
改
革
の
際
色
、
農
民
組
合
、
刷
主

協
曾
は
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
申
る
手
段
を
つ
〈
し
て
聞
学
舎
展
開
し
た
。
三
一

回
O
、
回
大
=
一
、
四
七
一
ニ
、
囚
丸
一
一
一
頁
)
。

(
註
)
本
書
は
、
乙
自
主
う
な
諸
問
題
に
つ
い
て
職
前
及
び
職
後
事
情

に
つ
い
て
極
め
て
詳
細
に
白
ベ
て
布

p
、
特
に
改
革
主
ょ
に
担
け
る

各
委
員
曾
の
具
値
的
事
側
(
地
区
由
設
定
、
都
市
計
輩
、
固
有
地
島

田
、
受
換
分
骨
、
開
拓
国
由
事
情
帯
)
位
地
方
民
と
し
て
り
興
味
を

1

高
め
て
い
る
。
例
え
ば
自
作
法
第
五
保
事
五
披
四
如
き
問
題
は
車
に

地
主
封
耕
作
農
民
自
個
人
的
利
害
白
問
題
と
し
て
よ
り
も
、
都
市
計

各
府
帰
農
地
改
革
奥
文
献
解
題

董

ev
主
張
す
る
都
市
刊
と
、
農
地
解
放
を
要
求
す
る
農
民

ι
の
手
い

と
し
て
進
展
し
た
(
四
六
=
一
頁
)
と
叩
ベ
て
い
る
。

な
お
、
筆
者
の
讃
後
感
(
不
審
勲
叉
は
改
良
希
望
軸
)
に
つ
い
て
若
干

地
足
音
つ
付
加
え
る
こ
と
九
官
許
さ
れ
た
い
。

(

a

)

大
関
検
地
を
近
世
の
端
朝
と
し
て
で
は
奇
〈
東
園
制
の
項
目
入
れ
た

こ
と
ミ
〔
b
)
農
業
綿
密
分
析
に
闘
す
る
統
計
費
料
が
と
智
れ
て
い
る
と
と

(

C

)

不
品
要
に
略
符
銃
を
作
づ
た
乙
と
、

(
d
)
農
民
組
合
に
お
け
る
円
農

と
圭
農
と
白
階
極
分
析
に
も
四
た
P
な
苫
が
あ
る
こ
と
、
(

e

)

極
大
な
本

書
由
利
用
度
を
高
め
る
た
め
に
索
引
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
乙
と
、

(
f
)

年
表
由
掃
入
に
つ
い
て
も
同
様
、
(

g

)

地
図
宇
岡
解
を
も
っ

k
多
〈
す
る

乙
と
、

(
h
}
各
頁
に
は
つ
柱
」
を
印
刷
し
、
又
難
解
な
文
字
に
フ
い
て
は

偉
名
を
宮
け
、
地
名
民
は
現
在
的
行
政
区
域
上
自
位
置
を
明
ち
か
に
す
る

と
と
、

(
2
)
旭
大
な
本
書
甲
金
頁
に
眼
を
遁
す
と
之
自
由
鼎
白
調
者
四
た

め
に
各
篇
又
は
吾
輩
あ
る
い
は
少
〈
と
も
農
地
改
車
に
闘
す
る
事
項
忙
つ

い
て
概
要
(
喪
拘
)
を
入
れ
る
こ
&
隼
を
き
ず
い
た
。
〔
S
)
又
、
農
地
改

革
由
成
品
目
分
析
民
際
し
ニ
四
、
一
号
一
セ

y
サ
ス
申
敢
宇
を
利
用
す
れ

被

も

ヲ

ー

と

致

呆

的

で

あ

っ

た

る

う

。

(

南

情

彦

)

『
富
山
懸
農
地
改
革
史
』

本
書
は
富
山
鯨
農
地
改
草
史
編
纂
蚕
員
曾
に
よ

b
編
集
さ
れ
、
昭
和
二

十
六
年
裂
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
白
内
容
は
三
部
仁
分
れ
、
第
一
部

農
地
改
草
前
史
第
一
一
部
農
地
改
革
、
第
三
部
今
後
白
一
展
開
と
し
て
ま
と
め

第
七
十
巷

六

第
四
盟

，、
コ



各
府
勝
農
地
改
草
真
女
肱
解
題

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
著
述
仁
し

t
が
い
簡
単
な
紹
介
と
希
望
す
誼
べ
て
み

子
守
ヲ
。

農
地
改
革
前
史
は
第
一
章
藩
政
時
代
の
農
業
形
態
、
小
作
桝
、
慣
行
小

作
檎
と
し
て
簡
潔
で
要
を
得
た
ま
k
め
円
か
な
さ
れ
て
い
7
0
0

第
二
章
は
維

新
以
従
昭
和
初
期
ま
で
白
農
村
伏
犯
、
農
民
闘
昌
明
、
臨
時
農
業
政
策
で
あ

る
。
第
三
章
第
一
節
に
は
明
治
維
新
以
降
白
所
有
権
白
関
避
と
レ
て
自
作

小
作
の
増
誠
一
か
簡
単
に
述
べ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
第
一
章
第
二
車
を
通
じ

τ、
農
村
田
階
尉
分
化
、
及
び
寄
生
地
主
制
の
推
移
が
取
扱
わ
れ
古
い
な

い
の
は
何
故
「
ろ
う
か
。
農
民
闘
挙
制
出
品
や
慣
行
小
作
摺
が
生
彩
を
も
つ

に
は
寄
生
地
主
制
と
の
閲
連
に
お
い
て
述
べ
ち
れ
る
こ
を
が
必
要
で
あ
る

う
。
第
一
一
章
に
つ
い
て
更
に
希
望
す
る
こ
と
は
、
引
用
統
計
白
出
典
f
明

ら
か
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
る
ロ

第
二
部
農
附
改
革
は
本
書
白
カ
黙
で
あ

h
、
=
一
百
頁
中
三
分
之
ご
が
こ

れ

ι品
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ポ
ツ
戸
ム
宣
言
か
ら
各
園
提
出
の
改

革
案
ま
で
そ
の
係
項
を
つ
ら
ね
、
選
出
農
地
委
員
氏
名
や
行
政
的
事
務
の

記
録
が
多
す
ぎ
な
い
に
ろ
う
か
。
戦
時
中
じ
や
た
ら
仁
欄
大
き
れ
た
軍
用

地
や
平
車
問
工
場
敷
地
等
白
挺
遺
骨
水
や
藩
政
以
来
申
地
割
慣
行
、
慣
行
小

何
憾
の
昆
理
等
を
め
ぐ
る
農
民
の
蹴
号
、
等
は
も
っ
と
述
べ
で
ほ
し
い
o

t
一
十
頁
仁
わ
た
る
開
拓
地
の
計
劃
・
指
摘
神
叩
項
も
富
山
脇
農
業
と
白
闘
浬

に
お
い
て
描
べ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
戸
い
ろ
う
か
。

第
三
部
農
地
改
革
今
後
。
展
開
と
し
て
は
第
四
章
土
地
改
良
法
以
来
忙

訟
の
解
訟
の
践
で
あ
り
、
坊
主
草
農
地
改
一
草
の
耐
還
で
は
百
本
長
葉
町
一

第
七
十
巻

第
四
腕

，、
四

プミ

般
論
的
傾
向
が
強
く
、
富
山
鯨
に
闘
し
て
は
農
林
省
官
山
統
計
調
査
事
務

所
目
資
制
怖
が
若
干
引
用
さ
れ
て
い
る
判
何
度
で
品
る
。
こ
れ
は
富
山
臓
に
お

り
る
研
究
資
料
白
不
足
か
ら
止
む
を
得
な
か
っ
た
り
で
あ
ろ
う
炉
惜
し
い

と
と
で
め
る
。
要
J
9
4
Q

に
、
農
地
改
革
り
よ
う
な
「
大
事
業
白
料
地
と
貨

蹟
ぞ
公
正
に
記
録
し
、
乙
れ
を
後
世
仁
遺
す
」
(
知
事
序
文
)
に
め
「
は
、

@
単
に
行
政
的
必
昆
理
由
記
録
仁
と
E
め
る
こ
と
な
〈
、
ま
七
日
本
農
業
-

般
に
解
消
す
る

U
と
な
く
、
そ
四
中
仁
お
け
る
鯨
農
業
及
び
農
村
田
一
端
穆

と
し
て
捉
え
て
い
〈
こ
と
が
肝
要
な
の
で
は
な
い
仁
ろ
う
か
。

以
上
、
述
べ
て
き
た
多
〈
由
希
翠
は
富
山
脇
の
費
肢
を
知
ら
な
い
者
の

理
想
論
で
お
b
、
費
料
採
取
に
、
ま

t
編
集
上
仁
、
種
々
り
困
難
な
僚
件

骨
排
除
し
て
、
こ
う
し
た
農
地
改
革
史
が
「
後
世
に
抽
出
さ
れ
て
い
〈
」
こ

と
に
敬
意
占
感
謝
世
鼠
げ
る
ち
の
で
ゐ
る
。
(
闘
順
也
)

『
長
野
厭
に
お
け
る
農
地
改
革
』

昭
和
二
十
三
年
十
月
、
長
野
勝
農
地
委
員
曾
、
同
農
地
部
ド
よ

b
.
農

地
改
革
史
編
纂
蚕
員
曾
が
組
織
さ
れ
、
そ
り
監
修
白
下
に
信
濃
毎
日
新
聞

枇
文
化
部
の
諸
氏
が
執
筆
僧
首
し
て
昭
和
コ
十
四
年
六
月
蛮
行
を
み
た
の

が
此
書
で
屯
る
。
従
っ
て
、
本
書
は
存
府
豚
で
設
刊
き
れ
は
じ
出
た
農
地

改
本
史
の
先
期
で
ゐ
h
、
そ
り
内
容
A
簡
潔
で
は
ゐ
る
が
農
地
改
革
史
の

在
り
方
を
示
し
に
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
第
↓
部
は
維
新
以
降
敗
戟
ま
で

。
農
地
改
革
前
史
で
あ
b
、
第
二
部
は
農
地
改
草
の
展
開
と
そ
り
成
果
号

明
ら
か
じ
し
、
第
三
部
じ
は
改
草
を
め
ぐ
っ
工
生
起
し
h
L

諮
問
題
と
そ
の



展
望
に
結
ん
で
い
w
Q

。
こ
こ
で
は
、
そ
φ
著
諸
に
し
た
が
っ
て
若
干
の
紹

介
と
批
判
T
温
べ
る
に
と
『
め
る
。

第
一
部
は
、
山
林
勝
と
し
て
の
立
地
傑
件
と
欝
幕
時
代
か
ら
の
陪
史
的

諸
事
情
と
に
よ

h
、
「
複
雑
な
係
件
白
下
に
出
喪
L
t長
野
勝
農
業
が
そ

白
後
白
商
業
極
端
関
心
穆
遁
撹
大
仁
つ
れ
て
資
本
主
義
的
進
化
白
温
か
征
士

E

っ
て
ゆ
塾
、
ぞ
れ
は
や
が
て
凋
渡
的
な
士
泊
所
有
形
態
と
の
掛
立
を
色
た

ち
す
に
至
b
、
内
部
矛
慣
の
激
化
は
不
可
明
暗
弱
に
戦
後
白
農
地
改
革
へ
と

世
帯
い
で
い
っ

t
。
」
そ
し
て
「
こ
れ
を
賀
際
の
資
剃
統
計
に
も
と
守
い
て

遁
求
じ
て
い
己
う
。
」
(
第
一
軍
序
丈
)
と
さ
れ
に
も
の
で
品
る
。
こ
り
目

指
さ
れ
た

E
い
う
こ
正
に
つ
い
て
は
垂
〈
共
感
す
る
と
共
仁
そ
れ
が
充
分

に
は
掛
か
れ
て
い
な
い
と
と
を
残
念
に
凪
ぅ
。
引
間
さ
れ
た
統
計
も
長
野

勝
統
計
課
編
纂
の
「
長
野
勝
統
計
書
L

に
終
始
し
、
農
林
省
静
汁
か
ら
長

野
勝
目
分
小
一
拍
出
U
て
補
う
再
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
築
者
の
目
指
さ

れ
る
冒
と
こ
ろ
守
抗
〈
仁
不
充
分
で
あ
る
。
昨
仁
長
唄
燃
は
地
方
莞
が
大
き

〈
、
極
め
て
桓
雑
多
院
な
展
開
し
て
き
に
も
の
で
あ
る
こ
と
は
筆
者
白
色

述
べ
で
居
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
方
民
間
究
の
成
果
等
を
取
入
れ
る

絵
地
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
一
部
は
旧
民
地
改
一
草
山
岡
田
開
品
綜
と
農

民
白
動
き
を
諮
ベ
仁
も
の
で
あ
名
が
、
一
般
的
な
解
説
報
道
を
も
っ
と
省

略
し
て
長
野
牒
に
お
付
る
勘
き
の
特
質
を
更
に
抗
ベ
て
ほ
し
い
。
註
に
各

地
の
具
韓
例
を
あ
げ
て
あ
る
こ
と
仁
は
こ
の
意
味
で
興
別
深
い
も
の
一
で
あ

忍
が
、
乙
れ
を
長
野
牒
各
地
の
設
展
段
階
自
具
岨
閥
的
表
現

E
し
て
把
撞
寸

る
こ
と
が
必
要
で
ゐ
ろ
う
。
第
三
部
は
改
革
を
め
「
っ
て
波
生
し
h
L

諸
問

各
府
懸
農
地
改
革
奥
文
献
酔
題

題
と
し
で
各
地
の
抵
抗
の
例
世
間
官
官
に
あ
げ
て
あ
る
こ
と
は
教
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
極
め
て
大
き
い
。
し
か
じ
、
農
業
資
本
主
議
化

ω
二
つ
の
訟
の
街

抗
闘
係
で
結
ば
れ

t
結
語
ま
で
に
は
末
に
述
べ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
ピ
ろ
ラ
か
。
殊
に
長
野
間
怖
の
場
合
に
は
そ
り
必
要
が
大
き
い

こ
と
や
彊
調
し
に
い
。

以
上
望
む
と
こ
ろ
は
多
い
仁
し
で
も
本
書
は
量
地
改
革
史
の
先
掘
で
あ

り
、
後
出
回
目
躍
大
な
改
軍
史
に
比
し
て
、
小
加
に
し
て
よ
〈
そ
白
濁
特
白

味
を
生
か
し
、
農
地
改
革
の
問
題
鈷
世
摘
出
し
で
い
る
も
の
と
言
い
う
る

で

あ

ろ

う

。

(

岡

順

也

)

『
空
知
農
地
改
革
史
』

空
知
農
地
改
革
編
纂
委
員
合
に
よ
b
昭
和
二
十
主
年
一
一
一
月
刊
行
さ
れ
亡

「
空
知
農
地
改
革
史
」
は
弐
白
編
別
に
分
七
れ
3
0
第
一
綱
引
郷
土
史
及

び
農
地
改
革
前
史
(
第
一
章
工
D
五
寧
主
で
)
。
第
二
編
リ
農
地
改
革
史

(
第
六
章
)
第
一
一
一
繍
リ
改
革
後
史
及
び
「
紀
念
誌
」
。
以
下
、
そ
の
叙
述
に

従
っ
て
筒
皐
な
紹
介
と
者
干
白
希
望
と
を
述
べ
で
見
ょ
う
匂

第
ご
細
に
於
て
明
治
以
降
の
各
町
村
の
泊
草

1
袈
民
的
慣
略
を
述
べ
、

つ
づ
い
て
、
農
地
改
革
に
連
な
る
農
地
制
度
白
展
開
ぞ
概
観
さ
れ
忍
。

「
(
今
究
)
農
地
改
草
が
決
し
で
外
か
ら
勝
手
に
興
え
ら
れ
亡
も
り
で
は
な

〈
、
わ
が
圏
白
内
部
に
そ
の
一
楳
擦
官
有
す
る
色
。
」
(
七
七
頁
)
で
あ
h
、

今
弐
改
革
へ
の
必
然
性
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
簡
潔
に
し
て
、
要
企
得
土

土
と
ま
ち
を
一
目
し

τい
る
。
炉
、
一
言
希
望
し
た
い
事
は
、
改
草
前
(
明

六
五

信
古
十
巻

事
凶
鵠



4
府
廓
農
地
改
革
典
丈
院
解
題

拍
以
降
よ
り
職
時
段
階
を
紹
て
故
車
に
到
る
)
の
資
本
家
的
大
規
模
農
場

開
問
替
に
よ
る
北
海
道
型
地
主
の
生
成
、
設
医
及
び
僻
髄
U
小
作
料
収
取
闘

係
の
関
税
(
農
民
濯
勤
。
展
開
)
ψ
具
岨
面
的
な
統
計
資
料
に
よ
っ
て
泊
跡

さ
れ
る
な
ら
ば
、
今
次
改
革
へ
り
「
必
然
性
」
が
よ
り
朗
慨
に
な
っ
に
の

で
は
な
い
か
k
惜
し
ま
れ
5
0

'
第
二
銅
に
於
て
、
寄
目
作
品
目
創
設
純
持
法
仁
よ
る
自
作
農
創
設
が
「
農

場
主
の
理
解
」
と
「
反
田
農
場
に
於
け
名
紛
事
白
少

t
な
か
っ
た
」
結
果

「
優
秀
な
成
蹟
」
士
収
也
、
(
一
一
六
貰
)
に
い
か
、
向
「
依
然
た
る
地
主

的
土
地
所
有
申
存
在
に
よ

h
小
作
諸
聞
係
は
半
封
建
的
基
線
山
上
に
築
か

れ
て
い
官
。
L

(

一
三
二
頁
)
と
し
、
額
い
て
、
今
弐
農
地
改
革
の
賢
施
過

程
を
、
町
村
引
に
、
複
雑
な
統
計
資
料
と
、
手
際
よ
〈
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
が
、
職
午
一
剛
白
地
主
掛
小
作
の
針
抗
関
係
の
強
度
目
U

農
民
趨
動
の
展
開

M
Y
A
7
弐
改
革
を
決
定
し
て
い
ろ
黙
を
考
慮
す
る
な
ち
ば
、
「
粉
宇
田
少
〈

な
か
っ
た
」
統
計
的
資
耕
が
映
如
し
て
い
右
の
は
、
梢
精
彩
を
快
〈
憾
み

が
あ
る
。

最
後
に
農
地
改
革
「
粗
念
誌
」
と
改
藍
後
仁
生
起
す
ベ
寺
問
題
の
展
望

を
述
べ
ら
れ
る
。
「
(
自
替
農
民
心
創
設
は
)
形
式
的
に
は
完
全
に
果

さ
れ

t
L
が
「
乙
れ
を
放
置
し
て
お
く
と
き
は
資
本
主
義
の
干
に
於
て
は

必
然
的
に
凋
落
す
右
」
(
主
五
四
頁
)
た
め
、
農
地
改
革
土
h
J
、
更
に
農

業
関
草
H
U
協
伺
化
の
詮
に
よ
っ
て
、
「
農
業
の
零
細
性
守
克
服
し
‘
鍔
倒

の
生
産
性
を
高
め
る
諸
方
時
」
(
主
五
人
頁
)
に
よ
っ
て
、
更
に
農
地
改

草
が
前
準
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

E
し
〈
問
題
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

ーザー-..) 

白
は
土
乙
と
に
主
鴻
を
南
仁
志
見
で
あ
る
。
(
丘
Q
頁
に
瓦
る
「
蜂
須
賀

農
場
」
四
百
録
に
於
て
、
北
海
道
劃
大
規
模
員
揚
粧
品
百
九
U

生
成
、
農
業
授

展
と
「
改
革
」
に
よ
る
艶
貌
を
仔
制
に
分
析
し
、
亦
小
作
争
議
け
農
民
迩

闘
を
共
陸
的
史
貨
に
基
づ
輩
、
検
討
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
巻
中
、
特
に

精
彩
を
放
ち
、
調
子
高
き
部
分
で
あ
る
)
。

何
は
と
も
あ
れ
「
敗
戦
に
つ
「
火
災
に
よ
っ
て
空
知
支
聴
の
文
献
が
散

温
」
し
に
悶
難
な
時
期
に
、
「
こ
の
霊
期
的
大
事
業
の
賀
熊
を
後
肘
に
記

念
記
鉄
し
、

E
、
今
後
白
串
嚢
改
草
へ
の
革
大
指
針
と
い
て
二
役
目

こ
と
ば
)
箆
刊
さ
れ
た
事
は
ま
こ
E
F
一
に
意
義
品
る
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら

ぬ

。

(

永

尾

誠

之

輔

)

事
士
十
番

フト、

凹

餌
四
抗

『
千
葉
鯨
農
地
制
度
史
』

農
地
委
員
曾
干
葉
将
協
議
曾
内
に
設
げ
ら
れ
た
千
葉
脈
農
地
制
度
史
刊

行
曾
の
編
纂
に
な
る
「
本
竜
」
は
、
「
中
央
、
農
政
調
査
脅
お
よ
び
農
地

改
革
記
録
委
員
曾
に
お
け
石
農
地
改
革
誌
の
拘
袋
に
協
力
、
各
府
腕
版
白

そ
れ
と
と
ち
に
、
農
地
改
革
に
閲
す
る
査
図
的
な
記
録
編
纂
事
業
の
有
力

な
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
ち
の
町
め
る
。
」
そ
し
て
、
そ
の
格
成
は
、
上
下

二
巻
か
ら
成
b
、
上
各
雇
史
篇
(
菊
版
五
一
一
一
責
)
に
お
い
て
、
盟
宮
な

資
料
ぞ
問
問
し
て
、

A
7
弐
農
地
改
革
を
中
心
に
速
く
千
葉
腕
の
上
古
に
告

げ
る
農
業
問
題
か
ら
誌
を
起
し
、
農
業
組
関
白
隠
史
的
授
展
過
程
を
諭
巴

〔
執
宰
者
は
千
葉
新
聞
酔
ρ
訓
瀬
俊
雄
、
千
葉
犬
閥
単
ρ
小
笠
原
長
和
、
市

匝
権
三
郎
、
沼
田
真
、
菊
地
利
夫
、
千
葉
高
校
の
武
匝
宗

A
、
氏
刺
骨
量



の
栗
原
東
洋
轄
の
吾
氏
可
下
巻
現
代
儒
(
同
版
二
四
八
頁
、
別
冊
二

O
頁
)

に
お
い
て
は
、
凡
例
仁
よ
れ
ば
、
「
ヨ
打
九
町
内
責
任
白
色
ー
と
に
、
市
町
村

農
地
歪
頁
南
町
合
正
官
員
土
し
、
今
弐
農
地
改
革
の
意
義
と
、
役
割
h
f
一
路
定

し
、
そ
れ
が
豚
ア
農
業
お
よ
び
農
民
中
活
仁
奥
え
亡
影
響
十
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
」
、
千
葉
腕
の
今
弐
農
地
改
宜
の
査
純
温
仁
つ
い
で
論
じ

て
い
る
。
[
執
筆
者
は
農
地
課
松
尾
英
雄
、
開
拓
課
館
静
昇
、
下
志
津
開
拓

国
高
井
篤
、
民
科
官
員
栗
原
東
洋
平
の
四
民
〕
。

本
書
が
、
千
葉
腕
仁
お
い
て
、
今
弐
農
地
欧
軍
を
如
何
に
許
国
し
に
か

と
レ
え
ば
、
弐
の
既
設
の
如
し
ロ
印
ち
、
半
封
建
的
地
主
的
土
地
所
有
制

は
、
今
戎
農
地
改
革
に
よ
っ
て
-
融
解
臨
さ
れ
た
が
、
「
そ
の
後
日
地
主

の
艶
貌
は
著
し
い
も
の
が
あ
b
、
従
前
か
ら
自
作
経
皆
音
色
っ
て
い
に
地

主
は
、
大
睡
そ
の
規
槙
仁
際
じ
て
官
農
、
申
農
、
貧
農
に
徐
々
仁
骨
化
し

つ
つ
あ
ち
、
自
作
組
皆
骨
も
亡
な
い
寄
生
的
な
中
小
地
主
は
一
番
打
撃
が

大
き
く
、
飯
米
自
給
程
度
で
渋
棋
の
過
程
を

t
f
h
J、
生
活
が
窮
乏
し
て

い
る
も
の
が
多
い
。
つ
ぎ
仁
大
地
主
の
場
合
仁
は
農
産
加
工
部
面
ゃ
、
商

工
業
方
面
へ
と
回
出
展
し
て
益
々
堕
か
止
も
の
が
め
る
。
ま
に
、
侭
有
地
を

持
つ
在
村
大
中
小
一
地
主
は
、
山
林
採
草
地
を
所
有
す
る
も
の
M
Y
多
〈
薪
炭

採
草
、
山
林
勢
倒
と
い
う
形
態
世
話
じ
て
、
か
れ
ら
の
小
作
農
、
中
貧
農
に

掛
す
4
0

支
配
関
係
守
強
固
に
残
存
せ
し
め
て
い
お
の
で
あ
る
の
」
(
下
巻
一

回
頁
)
叉
股
後
農
地
改
革
は
「
車
に
封
建
的
な
拘
束
か
ら
‘
小
作
人
を
名

目
的
に
解
放
し
に
に
と

E
ま
b
、
か
か
ろ
拘
束
を
存
僚
せ
し
め
に
忍
最
色

有
力
な
嬰
素
で
あ
っ
た
地
主

m付
落
支
院
の
キ
リ
は
、
な
む
強
岡
常
も
の

各
府
間
肺
農
地
改
革
史
文
献
僻
題

が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
せ

5
る
を
え
な
い
。
」
色
。
(
下
巻
一
大
頁
)

以
上
で
、
簡
車
乍
ら
紹
介
世
終
る
が
、
木
書
は
、
)
一
臨
各
執
筆
者
い
か
濁

自
の
立
場
か
ら
各
篇
各
宝
を
自
由
に
執
筆
し
て
い
る
の
で
「
各
篇
骨
輩
、

特
色
あ
る
研
究

k
な
っ
て
」
い
昌
と
と
ち
に
、
百
こ
か
ら
讃
ん
で
も
興
味

深
〈
説
み
コ
3
利
貼
を
も
っ
て
い
る
が
、
柏
統
一
世
品
吹
く
憾
な
し
k
は
な

し
え
な
い
し
(
例
え
ば
、
千
葉
燃
が
「
は
っ
き
り
と
、
安
房
上
総
と
下
組

。
ニ
ヨ
に
掴
型
さ
れ
る
よ
う
に
、
土
地
所
有
関
係
」
に
お
い
て
も
同
様
で
、

「
本
質
的
陪
は
金
〈
封
立
し
た
闘
係
忙
お
か
れ
て
い
る
」
八
上
巻
一
六
頁
〉

こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
か
か
る
翻
鮪
か
る
各
籍
各
章
を
記
過
し
て
い
な

い
。
山
ザ
〈
と
も
、
宇
封
建
的
土
地
所
有
制
泊
所
立
過
程
及
び
今
失
四
「
改

革
」
忙
工
る
解
障
を
論
じ
る
場
合
医
、
か
か
る
額
融
に
立
ワ
℃
欲
し
い
、

医
倒
的
に
詳
細
な
前
史
に
比
し
「
改
革
L

D
経
過
じ
つ
い
て
は
簡
潔
に
失

し
に
排
h
も
免
れ
な
い
が
、
今
弐
の
「
改
草
」
を
中
心
に
千
葉
将
土
地
制

度
史
守
史
官
仁
忠
岳
民
に
拝
彫
に
し
て
い
る
関
は
南
〈
評
慎
す
べ
き
で
あ
っ

て
医
大
な
傍
件
た
る
こ
と
を
失
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
(
東
井
E
詫
)

『
農
地
改
草
は
如
何
に
行
わ
れ
た
か
』

|
|
埼
玉
豚
農
地
改
革
白
質
態
1
1

農
地
委
員
肯
埼
主
際
協
誌
品
問
、
埼
玉
腕
農
業
復
興
命
議
共
編
に
な
る
求

書
(
菊
版
凹
O
六
頁
)
の
意
問
は
、
主
主
し
て
「
改
革
の
現
貨
の
透
行
泊

料
を
良
質
に
泊
求
す
石
こ
レ
」
に
あ
る
が
、
「
最
後
に
、
之
等
の
農
地
改

革
の
批
宵
的
意
義
ぞ
最
註
の
農
業
政
策
と
の
関
連
仁
お
い
て
割
以
内
ム
す
る
」

Fl七
十
各

ニ
六
五

第
四
肢

，、
土



各
府
牒
農
地
改
革
虫
究
肱
解
題

k
な
し
て
い
る
。

本
曹
の
篇
別
構
成
は
七
儒
か
ら
成
b
、
ザ
し
れ
を
嬰
約
す
れ
は
、
第
一
簡

で
は
「
農
地
改
草
の
行
わ
れ
る
地
械
の
農
業
生
産
自
基
本
的
栴
件
ー
と
こ
の

際
件
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
農
民
旧
社
曾
崎
、
政
治
的
意
識
の
接
侵
」
を

温
求
し
、
第
三
篇
、
第
一
二
篇
で
は
「
主
将
の
改
草
の
港
行
損
料
品
T
担
求
」

し
、
第
三
篇
で
は
、
「
農
地
委
員
曾
の
拙
成
と
性
格
L
t
f寝
技
い
、
第
五

篇
で
は
、
「
こ
の
改
革
を
輔
機
と
す
る
地
主
の
農
地
り
引
上
げ
仁
劃
し
て
、

農
民
が
如
何
に
こ
れ
を
抑
止
し
た
か
と
い
ネ
」
時
か
ら
、
「
土
地
取
上
げ
L

に
つ
い
て
記
述
し
、
第
六
儒
で
は
、
農
民
組
織
の
農
地
改
革
に
臨
制
す
る
基

本
的
態
度
と
方
針
を
概
観
し
、
銘
七
篇
で
は
、
「
農
地
改
草
の
批
曾
的
意

義
T
最
況
の
農
業
政
策
、
ど
の
閥
謹
に
お
い
て
観
察
す
る
意
味
で
、
『
水
田

第
七
十
巻

プミ
~ ，、

第
四
挽

，、
F、

地
帯
に
お
り
る
農
業
危
機
の
帰
一
行
と
耕
作
権
弛
葉
。
鍵
態
』
ぞ
分
析
」
し

て
い
る
。

本
書
の
令
聞
は
、
地
主
・
小
作
関
係
か
ら
す
る
「
改
革
」
の
賢
態
把
握

を
純
綿
と
し
、
各
篇
に
お
い
て
取
扱
h
w

れ
t
諸
問
題
世
韓
拙
酬
と
し
た
論
理

的
階
段
に
お
い
て
優
れ
て
お

b
、
問
題
の
摘
出
に
不
十
分
な
憾
が
あ
あ
が
、

ふ
へ
開
成
功
し
て
い
る
。
乙
こ
仁
木
書
同
鶴
濁
自
の
意
義
い
か
存
す
る
色
い
い

う
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
水
田
地
帯
、
畑
作
泰
誼
地
帯
、
山
村
地
枠
に
お

い
て
、
「
改
草
白
一
般
的
本
質
的
、
必
然
的
傾
向
を
賢
栂
凶
聞
に
指
摘
し
た
」

第
三
篇
は
、
特
に
「
改
草
」
の
賞
態
把
揖
O
馳
仁
お
い
て
印
象
的
で
あ
っ

(
東
井
正
美
)




